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平成２６年度

第１回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、議案上程・説明・採決）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、議案質疑、
委員会付託）

総務委員会

文教厚生委員会

６月６日（金）

６月１０日（火）

６月１１日（水）

６月１２日（木）

６月１７日（火）

６月１８日（水）

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議（予算特別委員会、環境経済委
員会、委員長報告、討論、採
決、閉会）

６月１９日（木）

６月２０日（金）

６月２３日（月）

６月２４日（火）

６月２６日（木）

開会 平成２６年（２０１４）６月６日（金） 閉会 平成２６年（２０１４）６月２６日（木） 会期２１日間

議議会会のの動動きき

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第１回補正予算を可決す
るなど、２８議案を議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

６月定例市議会では、執行部から２７件の議案が提出されました。

主な内容は、「平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第１回補正予算」などの予算議案

２件、「出雲市火災予防条例の一部を改正する条例」などの条例議案１６件、「辺地に係る

総合整備計画の変更について」などの一般議案６件、「人権擁護委員候補者につき意見

を求めることについて」の人事議案１件、「出雲市税条例の一部を改正する条例」など

の専決処分の承認２件が提案され、すべての議案を原案のとおり可決または同意、承認

しました。

議員提出議案としては、「出雲市地酒で乾杯条例」１件を提出し、原案のとおり可決

しました。

会 期 日 程
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常常
任任
委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

総

務

委

員

会

火
器
器
具
を
使
用
す
る
催
し
に
は
、
消
火
器
の
準
備
を
忘
れ
ず
に

議
第
２
号
「
出
雲
市
火
災
予
防
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

平
成
２５
年
に
起
き
た
「
福
知
山
花
火

大
会
」
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、
催
し

を
主
催
す
る
者
、
ま
た
そ
の
催
し
で

露
店
な
ど
を
出
す
者
へ
の
規
制
強
化

と
し
て
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
、
火
器
器

具
な
ど
の
取
り
扱
い
に
か
か
る
条
例

制
定
基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
所
要
の
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

改
正
の
要
点
は
、
祭
礼
、
縁
日
、

花
火
大
会
、
展
示
会
な
ど
屋
内
外
で

多
数
の
者
が
集
ま
る
催
し
で
、ガ
ス
コ

ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
な
ど
火

器
器
具
を
使
用
す
る
者
に
対
し
て
、

消
火
器
の
準
備
を
し
た
う
え
で
の
使

用
が
義
務
付
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
の
催
し

に
は
、
消
火
器
準
備
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
催
し
で

あ
っ
て
も
火
器
器
具
な
ど
を
使
用
す

る
と
き
に
は
消
火
器
を
準
備
し
て
お

く
よ
う
心
が
け
、
火
災
予
防
に
努
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
花
火
な
ど
の
始
末
は
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

文
教
厚
生
委
員
会

教
育
委
員
会
の
委
員
定
数
を
５
人
体
制
に
戻
す
条
例
に
変
更

議
第
６
号
は
、
出
雲
市
教
育
委
員

会
委
員
定
数
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

で
す
。
こ
の
定
数
条
例
は
、
斐
川
町

と
の
合
併
に
よ
り
市
域
が
広
範
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
意

向
を
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
教
育
委
員
会
委
員
を
１

人
増
員
し
、
６
人
体
制
と
す
る
た
め

制
定
し
た
も
の
で
す
。

合
併
後
２
年
半
が
経
過
し
、
地
域

学
校
運
営
理
事
会
お
よ
び
幼
稚
園
運

営
協
議
会
の
全
市
で
の
設
置
、
学
校

給
食
会
の
一
本
化
、
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
な
ら
び
に

教
育
政
策
全
般
に
わ
た
る
統
一
化
に

よ
り
、
新
市
と
し
て
の
教
育
行
政
の

一
体
化
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
、
委
員
１
人
の

任
期
終
了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
教

育
委
員
会
委
員
の
定
数
を
「
地
方
教

育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
法
律
」
に
定
め
る
５
人
体
制
と
す

る
た
め
、
こ
の
定
数
条
例
の
廃
止
を

行
う
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。熱心な議論がなされた文教厚生委員会

委委員員会会報報告告
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環
境
経
済
委
員
会

市
長
の
考
え
を
支
持
―
神
戸
川
分
水
問
題
に
つ
い
て
―

市
長
は
６
月
議
会
初
日
の
全
員
協

議
会
で
、
来
島
ダ
ム
か
ら
中
国
電
力

潮
発
電
所
へ
の
分
水
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
考
え
方
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。「
来
島
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
常
時

毎
秒
２
ト
ン
、
水
利
使
用
期
間
を
１０

年
と
し
、
国
・
県
・
市
・
地
元
住
民

な
ど
で
組
織
を
設
け
、
そ
の
間
に
河

川
環
境
へ
の
影
響
を
検
証
す
る
。
そ

の
結
果
に
よ
り
、
今
後
の
分
水
に
つ

い
て
の
最
終
判
断
を
す
る
」
と
い
う

も
の
で
す
。

議
決
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

環
境
経
済
委
員
会
で
協
議
し
ま
し

た
。
大
方
の
委
員
は
、
市
長
の
意
向

を
支
持
す
る
と
い
う
意
見
で
し
た
。

早
期
に
市
の
方
向
性
を
示
し
、
国
・

県
な
ど
と
と
も
に
環
境
調
査
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま

た
、
原
発
に
依
存
し
な
い
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
既
存
の
水
力
発
電

は
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
、
市
長

は
分
水
廃
止
の
立
場
に
立
つ
べ
き
で

あ
り
、
放
流
量
や
更
新
期
間
に
つ
い

て
言
及
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

「
上
塩
冶
及
び
馬
木
地
区
に
位
置
す
る
国
土
交
通
省
河
川
事

務
所
跡
地
の
公
園
化
計
画
に
関
す
る
陳
情
」
を
採
択

「
上
塩
冶
及
び
馬
木
地
区
に
位
置
す
る

国
土
交
通
省
河
川
事
務
所
跡
地
の
公

園
化
計
画
に
関
す
る
陳
情
」

こ
れ
は
、
市
道
塩
冶
３
４
３
号
線

と
国
道
１
８
４
号
線
の
Ｔ
字
交
差
点

を
通
行
す
る
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
Ｔ
字
交
差
点
の
雑
木
の
除
去
と

信
号
機
の
設
置
お
よ
び
公
園
北
側
に

利
用
者
専
用
の
出
入
口
の
設
置
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
地
視
察

を
行
い
、
陳
情
者
か
ら
説
明
を
受

け
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
当
該
地

点
の
見
通
し
は
非
常
に
悪
く
、
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

状
況
に
あ
り
、
特
に
雑
木
の
除
去
は

早
期
に
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

大
社
町
北
荒
木
地
内
の
宅
地
造
成

に
伴
う
２
路
線
の
認
定
、
お
よ
び
平

田
北
浜
地
区
の
新
出
雲
風
力
発
電
事

業
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
路
線
で
、
周

辺
住
民
の
利
便
性
向
上
と
有
事
の
際

の
避
難
経
路
と
し
て
の
活
用
な
ど
の

観
点
か
ら
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

委委員員会会報報告告

馬木岩樋門

見通しの悪い交差点（出雲市馬木地区）
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予
算
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
集
中
改
革
期
の
予
算
の
適
切
な
執
行
を
求
め
る

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
を
受
け

ま
し
た
案
件
は
、
平
成
２６
年
度
一
般

会
計
第
１
回
補
正
予
算
、
な
ら
び
に

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
第
２
回
補
正

予
算
の
２
件
で
す
。
６
月
２３
日
か
ら

２４
日
お
よ
び
２６
日
の
３
日
間
、
長
岡

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
関
係
職
員
の

出
席
を
得
て
、
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

委
員
会
で
は
、
６
月
補
正
予
算
の

編
成
方
針
な
ど
の
総
括
質
疑
を
は
じ

め
、
各
補
正
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て

質
疑
な
ど
を
行
い
、
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
第

１
回
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
１０
億
７
千
万
円
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
７
４
０
億
７
千

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
で
は
、
出
雲
総
合
芸
術

文
化
祭
へ
の
共
催
負
担
金
４
０
０

万
円
、
認
可
保
育
所
に
対
す
る
施
設

整
備
費
補
助
４
億
８
９
６
０
万
円
、

Ｊ
Ａ
斐
川
町
の
黒
目
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
費
助
成
２
億

２
４
０
０
万
円
、
Ｊ
Ａ
い
ず
も
の
米

の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の
新
設
費
助
成

６
千
万
円
、
平
成
２７
年
度
の
学
校
再

編
統
合
に
要
す
る
経
費
６
８
０
０
万

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
事
業
実
施
に
伴
い
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
繰
越

金
、
諸
収
入
、
市
債
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
第

２
回
補
正
予
算
で
は
、「
地
域
経
済
循

環
創
造
事
業
」
お
よ
び
「
新
技
術
・

地
域
資
源
開
発
補
助
事
業
」
の
交
付

決
定
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
と
し
て
５
４
５
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
７
４
１
億

２
４
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
行
財
政
改
革
を
進

め
る
中
で
、
執
行
部
か
ら
の
事
業
目

的
や
必
要
性
な
ど
の
説
明
が
不
十
分

で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
市
民
生
活
に
密
着
し
た
補
助
金

な
ど
の
削
減
が
な
さ
れ
る
中
で
、
特

に
本
市
単
独
で
実
施
す
る
事
業
は
、

そ
の
必
要
性
や
目
的
な
ど
を
明
ら
か

に
出
来
な
け
れ
ば
市
民
の
理
解
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま

え
、
適
切
な
予
算
審
議
と
な
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

予算特別委員会委員名簿
【委員】

松村 豪人

渡部 勝

長廻 利行

宮本 享

山代 裕始

米山 広志

川上 幸博

萬代 輝正

遠藤 力一

小村 吉一

伊藤 繁満

井原 優

福島 孝雄

神門 至

大谷 良治

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

熱心な議論がなされた予算特別委員会

委委員員会会報報告告
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福島孝雄 議員 （７ページ）

◎人口減少と高齢化が進行する中での農業政策に
ついて
・「臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特別給付
金」申請について

岸 道三 議員 （７ページ）

◎自治基本条例について
・障がい者福祉タクシー制度について

渡部 勝 議員 （８ページ）

◎浄化槽の法定検査について

保科孝充 議員 （８ページ）

◎３５人学級、全小中学校の早期実施を求める
・第３子以降の保育料無料化の見直し策を伺う

大国陽介 議員 （９ページ）

・消費税の増税について
・原発について
◎学力テストの学校別結果の公表について
・子ども・子育て支援新制度について

大場利信 議員 （９ページ）

・日本創成会議の「増田リスト」および結婚施策
について
◎公共施設の民間移譲について
・幼稚園での特別支援教育の推進について

大谷良治 議員 （１０ページ）

◎農業施策対応について
・しまね和牛の振興策について
・河下港の活性化事業・港湾整備について

湯淺啓史 議員 （１０ページ）

・出雲市の観光施策と出雲観光協会について
◎雇用創出と産業育成策について

小村吉一 議員 （１１ページ）

・教育委員会制度を覆す「地方教育行政法改正
案」について
・市体育協会事業の振興を求めて
◎安倍首相の推し進める「集団的自衛権」の行使
容認について

神門 至 議員 （１１ページ）

◎市の考える不法投棄・空き家・野焼き対策につ
いて
・ジョブ・ステーション出雲の運営について

遠藤力一 議員 （１２ページ）

◎発達障がいと通級指導教室について

井原 優 議員 （１２ページ）

◎ウイルス性肝炎の早期発見・早期治療対策を
・就学援助制度について
・商店街・中小業者の振興で、地域の活性化を

勝部順子 議員 （１３ページ）

◎子ども・子育て支援新制度本格施行に向けて
・環境問題について

米山広志 議員 （１３ページ）

◎外園海岸の浸食問題について
・朱鷺（トキ）会館の固定資産税について
・旧宍道邸の活用について

松村豪人 議員 （１４ページ）

◎「増田リスト」の公表から
・「２０２５年問題」に備えて

板倉明弘 議員 （１４ページ）

◎がん撲滅対策推進条例を活かした諸政策について
・２０２０東京オリンピック・パラリンピックに向け
た事前キャンプ地の招致活動について

珍部全吾 議員

・長岡市政５年間の総括

板倉一郎 議員 （１５ページ）

◎健康診断の受診率の向上について
・人口減少社会について

寺本淳一 議員 （１５ページ）

◎子ども・子育て支援について

伊藤繁満 議員 （１６ページ）

◎新たな國づくり計画（出雲未来図）及び財政計
画（１０ケ年）の見直しについて

一一般般質質問問

６月定例市議会では２０人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選
んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい
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問

①
出
雲
市
に
お
け
る
将
来

の
農
業
維
持
に
つ
い
て
、
農
業
従
事

者
数
・
平
均
年
齢
・
耕
作
放
棄
地
面
積

・
担
い
手
状
況
を
伺
い
ま
す
。
②
担
当

職
員
の
現
地
視
察
状
況
を
伺
い
ま

す
。
③
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い

て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

農
林
水
産
調
整
監

①
農
業
の
就
業

割
合
は
６
・
１
％
で
あ
り
、
１０
年
後
に

は
４
％
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

平
均
年
齢
は
６５
歳
以
上
が
約
３５
％
で

あ
り
、
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
状
況

で
す
。
耕
作
放
棄
地
は
中
山
間
地
域

の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
広
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
農
業
振
興

と
農
村
社
会
の
維
持
活
性
化
を
見
据

え
た
施
策
展
開
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
②
職
員
の
現
場
視
察
は
年
間
一

名
程
度
で
あ
り
、
今
後
は
市
内
の
現

場
に
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
効
果
的
に
足

を
運
び
ま
す
。
③
現
在
２７
の
支
援
事

業
所
の
内
、
４
カ
所
に
お
い
て
施
設

外
就
労
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
両

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
課
題
で
あ
り

「
農
・
福
連
携
」
の
可
能
性
を
検
討

し
ま
す
。

問

議
論
が
中
断
し
て
い
る
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
、
議
論
を
再
開

す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
、
ど
う
克

服
し
て
い
か
れ
る
の
か
。
ま
た
、
条

例
制
定
に
向
け
て
の
現
在
の
市
長
の

思
い
、
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長

常
設
型
の
住
民
投
票
に
関
し

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り
、

市
議
会
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ

け
る
状
況
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
議
論
を

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
判
断
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
論
の
再
開
に
つ
い
て
は
私
自
身

が
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
本
市
の
自
治
の
あ
り
方
に
関
す

る
議
論
で
あ
り
、
慎
重
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
開
か
れ
た
市
政
の
推

進
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
は
市
政
運
営
の
基
本
理
念
や

原
則
を
定
め
た
条
例
の
制
定
、

特
に
、
市
民
の
意
思
を
直
接
問
え
る

住
民
投
票
制
度
が
必
要
だ
と
い
う
考

え
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
で

い
か
に
農
業
を

守
る
の
か
伺
う

自
治
基
本
条
例

議
論
の
再
開
を
問
う

福 島 孝 雄

まちづくり・ワールドカフェ「しゃべり場 in 出雲」
自治基本条例市民懇話会主催（平成２３年７月）

一一般般質質問問

共同作業で手入れをされた山間地水田

岸 道 三
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問

保
守
点
検
の
検
査
と
島
根

県
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
が
行
う
法
定

検
査
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

同
じ
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
二
重

請
求
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
多
く

の
設
置
者
が
そ
の
矛
盾
を
感
じ
て
い

る
が
、
市
と
し
て
国
、
県
に
制
度
改

正
を
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
改

正
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
法
定
検
査

料
は
少
な
く
と
も
無
料
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
市
民
や
行
政
関
係
者
、
議
会

に
対
し
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
伺
い
ま

す
。

上
下
水
道
局
長

保

守
点
検
と
法
定
検
査

の
検
査
項
目
に
つ
い

て
は
、
役
割
が
異
な

り
ま
す
。
検
査
項
目

は
共
通
の
も
の
も
あ

り
ま
す
が
二
重
支
払

い
と
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
制
度
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
設
置

者
に
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
ご
不
満
な
点
が
あ
る
部
分
に
は

県
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
て

い
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

も
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
方
が

良
い
の
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

島
根
県
が
平
成
２６
年
度
４
月

か
ら
実
施
し
た
小
学
校
３
・
４
年

生
、
中
学
校
１
年
生
の
「
３５
人
学
級

編
成
」
に
つ
い
て
島
根
県
内
で
２
ヶ

所
（
市
内
の
西
野
小
、
第
三
中
）
で

空
き
教
室
が
無
い
と
の
理
由
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
教
委
の
綿
密

な
調
査
不
足
・
教
育
の
機
会
均
等
を

教
委
自
ら
否
定
す
る
よ
う
な
対
応
で

す
。
①
市
民
に
分
か
る
よ
う
な
説
明

を
求
め
ま
す
。
②
加
配
教
員
に
よ
る

指
導
状
況
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

③
西
野
小
の
実
施
に
む
け
た
今
後
の

計
画
を
聞
き
ま
す
。

教
育
部
長

①
１
月
３１
日
に
県
教
委

の
方
針
が
報
道
さ
れ
た
の
を
受
け
て

市
内
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
最
終
的

に
西
野
小
と
第
三
中
に
つ
い
て
特
別

教
室
を
普
通
教
室
に
転
用
す
る
と
教

育
活
動
に
大
き
な
支
障
が
あ
る

と
判
断
し
、
２
校
に
つ
い
て
実

施
で
き
な
い
こ
と
を
県
教
委
と

合
意
し
ま
し
た
。
②
該
当
学
年

の
小
人
数
指
導
、
グ
ル
ー
プ
編

成
な
ど
き
め
細
か
な
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
③
来
年
度
軽
量
鉄
骨
の
リ
ー

ス
棟
（
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
）
を
移
転
し
、

職
員
室
、
校
長
室
、
保
健
室
、
図
工

室
を
リ
ー
ス
棟
へ
配
置
換
え
し
、
そ

の
あ
と
へ
不
足
し
て
い
る
普
通

２
教
室
を
確
保
し
ま
す
。

３５
人
学
級
、
全
小
中
学
校
の

早
期
実
施
を
求
め
る

合
併
浄
化
槽
の
保
守
点
検
料
と

法
定
検
査
料
は
二
重
請
求

に
な
る
の
で
は

一一般般質質問問

渡 部 勝

西野小３５人学級設置に伴い職員室等に
予定されるプレハブ棟

（公社）島根県浄化槽普及管理センターの
パンフレット

保 科 孝 充
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問

４
月
２２
日
、
小
学
６
年
と
中

学
３
年
を
対
象
に
し
た
全
国
学
力
テ

ス
ト
（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ス
ト
か
ら
学
校
別
結
果
の
公
表
が

教
育
委
員
会
の
判
断
で
可
能
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
公
表
は
学
校
間
の
競

争
を
あ
お
り
、
教
育
現
場
と
子
ど
も

達
に
と
っ
て
も
圧
力
に
し
か
な
ら

ず
、
学
校
と
地
域
住
民
と
の
信
頼
関

係
も
損
な
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
学
力

テ
ス
ト
の
学
校
別
結
果
は
公
表
し
な

い
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

教
育
委
員
長

学
力
調
査
の
結
果
の

み
を
学
力
と
し
て
捉
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
達
が
学
ぶ
楽
し
さ
を
実

感
し
て
い
る
か
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
着
け
て
い
る
か
、
友
達
と

協
力
し
て
学
び
、
多
様
な
考
え
方
に

価
値
を
見
出
し
て
い
る
か
な
ど
、
生

き
る
力
を
支
え
る
教
育
活
動
す
べ
て

を
学
力
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
校
長
会
と
、
そ
し
て

教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
諸
団
体
か
ら
の
申
し

入
れ
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問

市
の
見
直
し
対
象
施
設

２
０
３
施
設
の
平
成
２４
年
度
の
維
持

管
理
費
の
総
額
は
４５
億
７
２
０
０

万
円
で
、
利
用
料
金
収
入
が
３２
億

２
６
０
０
万
円
で
、
そ
の
差
額
１３
億

４
６
０
０
万
円
が
市
財
政
で
負
担
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公
共
施
設

の
中
に
は
民
間
や
地
域
に
移
譲
し
た

方
が
よ
り
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
①
移

譲
の
考
え
の
有
無
②
移
譲
す
る
際
の

課
題
③
今
後
の
計
画
の
３
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

行
政
改
革
部
長

①
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
間
で
同
種
の
施
設
が
運
営
さ

れ
て
い
る
も
の
お
よ
び
特
定
の
利
用

者
の
み
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
経
営
状
況
や
設
置
目
的
、
移
譲

先
な
ど
を
勘
案
し
、
移
譲
を
検
討
し

ま
す
。
②
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
置

目
的
、
利
用
料
収
入
の
見
込
額
、
建

設
時
の
補
助
金
、
施
設
の
修
繕
が
検

討
課
題
で
す
。
③
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
中
に
、
個
々
の
施
設
に

つ
い
て
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
は
教
育
現
場
と

子
ど
も
達
に
と
っ
て
圧
力

公
表
し
な
い
こ
と
を

求
め
る

公
共
施
設
、
民
間
等
へ
の
移
譲
推
進
を

大 国 陽 介

人や車で賑わう「道の駅湯の川」

一一般般質質問問

学校別結果公表の是非が問われている学力テスト

大 場 利 信
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問

①
国
の
農
業
施
策
が
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、

経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直

し
、
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策

の
見
直
し
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

創
設
で
あ
り
、
本
市
の
農
業
施
策
は

こ
れ
に
呼
応
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

②
多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
お
い

て
も
農
地
・
水
保
全
管
理
と
同
様
、

活
動
組
織
は
市
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
な
る
。
新
し
い
制
度
概
要
・
組
織

の
進
め
方
な
ど
、
丁
寧
に
説
明
会
を

開
く
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
未
組
織

地
域
に
対
し
て
積
極
的
な
周
知
が
必

要
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
調
整
監

農
地
中
間
管
理

機
構
を
有
効
活
用
し
、
一
層
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
な
が
ら
創

設
さ
れ
た
多
面
的
機
能
支
払
に
つ
い

て
は
、
制
度
の
理
解
促
進
や
申
請
手

続
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
丁
寧
な
説

明
を
行
い
ま
す
。

新
た
に
取
組
ま
れ
る
組
織
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
広
報
や
生
産
調
整
の

会
合
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
地
域
で

の
説
明
会
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
も
得
て
、
情

報
収
集
を
図
り
積
極
的
に
周
知
を
図

り
ま
す
。

問

今
後
日
本
社
会

は
急
激
な
人
口
減
に
見

舞
わ
れ
、
地
方
自
治
体

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
人
口
流
出
を
食

い
止
め
る
に
は
安
定
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の

雇
用
が
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
市
の
雇
用
創
出

へ
の
取
組
と
産
業
育
成

策
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長

企
業
の
誘
致
は
、
自
社
技
術

を
持
っ
た
研
究
開
発
型
企
業
の
誘
致

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
イ
ン
フ

ラ
が
整
っ
て
い
る
出
雲
市
駅
周
辺
を

中
心
に
、
若
者
の
職
業
選
択
の
幅
を
広

げ
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
は
じ
め

事
務
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ソ

フ
ト
産
業
、
事
務
系
業
種
の
誘
致

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

２１
世
紀
出
雲
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
介
し
た
企
業
間
連
携
・
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業
の

経
営
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
共
同

開
発
や
共
同
受
注
の
動
き
が
出
て
い

る
点
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
維
持
に
寄
与
す
る
雇
用
創
出
と

産
業
育
成
策
は
万
全
か

新
し
い
農
業
施
策
の
対
応
に
つ
い
て

周
知
徹
底
を

一一般般質質問問

大 谷 良 治

２１世紀出雲産業支援センターWebサイト
http : //npo-i-i-support.org/

新制度についての地区説明会

湯 淺 啓 史
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問

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
の
容

認
と
は
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な

い
の
に
自
衛
隊
が
海
外
の
戦
争
に
参

戦
す
る
こ
と
で
す
。

憲
法
は
そ
れ
を
禁
じ
て
い
ま
す
が
、

首
相
は
憲
法
の
解
釈
の
変
更
で
行
う

と
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
の
加
茂
市
長
は
、
元
防
衛

庁
の
幹
部
の
方
で
す
が
、「
集
団
的
自

衛
権
の
本
質
は
一
つ
で
す
。
米
国
が

第
三
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
れ
ば
そ
の

国
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
国
と
戦
争
す
る

こ
と
で
す
。
幾
ら
日
本
が
限
定
的
だ

と
言
っ
て
も
全
面
戦
争
を
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」（
新
聞
「
赤
旗
」

よ
り
）
と
反
対
の
意
思
を
表
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

１７
万
市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

立
場
の
市
長
と
し
て
、
き
ち
ん
と
意

見
を
表
明
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

市
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認

も
憲
法
の
解
釈
変
更
も
、
い
ず
れ
も

国
政
の
場
で
議
論
さ
れ

る
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
一
地
方
自
治
体
の

首
長
で
の
見
解
は
お
答

し
か
ね
ま
す
。

問

野
焼
き
に
対
し
、
①
市
民
か
ら

の
苦
情
・
相
談
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す

る
行
政
指
導
の
現
状
②
政
令
で
認
め

ら
れ
て
い
る
例
外
規
定
の
解
釈
③
今

後
の
市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

環
境
政
策
調
整
監

①
平
成
２５
年
度

中
の
苦
情
や
相
談
の
件
数
は
９４
件

で
、
大
半
が
「
煙
や
に
お
い
が
ひ
ど

い
」「
洗
濯
物
が
外
に
干
せ
な
い
」
な

ど
で
す
。
現
地
に
赴
き
対
応
し
た
件

数
は
９２
件
で
、
現
地
で
消
化
を
指
導

し
た
件
数
は
３５
件
、
す
で
に
火
が
消

え
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
指
導

の
み
を
行
っ
た
件
数
は
４３
件
で
す
。

②
③
広
報
や
チ
ラ
シ
の
配
布
・
無
線

放
送
な
ど
で
周
知
を
行
い
、
苦
情
の
通

報
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
現
地
に
赴
き
、
発
生
人
に

対
し
ま
し
て
、
野
焼
き
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
焼
却
禁
止

の
例
外
規
定
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
さ

ら
に
は
罰
則
の
規
定
も
あ
り
得
る
こ

と
を
説
明
し
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

次のような場合は、政令で「野焼禁止の例外」として認められています。
※ 但し、生活環境上支障を与え、苦情などのある場合は、改善命令や各種の行政指導の対象
となります。

● 国又は地方公共団体が、その施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
例）河川・道路管理を行うための伐採した草木などの焼却。

● 震災、風水害、火災、凍霜害、その他の災害の予防、応急対策又は復旧の
ために必要な廃棄物の焼却
例）災害などの応急対策、火災予防訓練。

● 風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
例）正月の「門松、しめ縄など」を焚く行事、卒塔婆の供養焼却。

● 農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物
の焼却
例）農業者の焼き畑、田んぼのあぜ焼き、稲わらの焼却、林業者の伐採
下枝の焼却、漁業者の海藻類などの焼却。

● 焚き火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微
なもの
例）落ち葉焚き、たき火、キャンプファイヤー。

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
容
認
に

つ
い
て
問
う

市
の
考
え
る
野
焼
き
対
策
と
は

小 村 吉 一

一一般般質質問問

小学生が学習した
「あたらしい憲法のはなし」のさし絵

（昭和２２年８月２日文部省発行）

神 門 至
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問

①
発
達
障
が
い
の
子
た
ち
が

通
っ
て
い
る
通
級
指
導
教
室
に

つ
い
て
の
所
感

②
通
級
指
導
教
室
に
は
、
自

校
通
級
、
他
校
通
級
、
巡
回
に

よ
る
指
導
と
３
種
類
あ
る
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

③
通
級
指
導
教
室
を
開
設
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
、
今
後
の
開
設
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

本
市
の
取
り
組
み
は
、
内

容
的
に
は
か
な
り
充
実
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
達
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し

て
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
へ
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

通
級
指
導
教
室
は
、
別
室
で
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
対
す
る
周
囲
の
理

解
、
学
級
担
任
や
保
護
者
と
の
連
携
、

移
動
手
段
な
ど
、
三
つ
の
形
態
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

通
級
指
導
教
室
の
新
設
の
要
望
も

あ
り
ま
す
。
特
に
大
社
中
学
校
に
新

設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
去
年

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
ま
ず
既
存
の
通
級
指
導

教
室
へ
の
担
当
者
の
複
数
配
置
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
対
象
児
童

生
徒
数
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
、

通
級
指
導
教
室
の
増
設
の
要
否
を
検

討
す
る
考
え
で
す
。

問

肝
臓
は
、
沈
黙
の
臓
器
と

い
わ
れ
、
症
状
が
で
な
い
こ
と

か
ら
感
染
に
気
づ
か
ず
に
放
置

し
て
い
る
人
が
多
数
い
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
は
、
行
政
の
果
た
す
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
潜
在
感
染
者
を

６
８
０
０
名
と
推
計
し
、
５
年

間
で
半
減
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

検
査
目
標
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。
①

潜
在
的
な
感
染
者
は
何
人
と
推
計

し
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
何
人
か
。
②

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
実
績
と
課
題
は
。

③
陽
性
と
判
明
し
た
人
を
確
実
に
精

密
検
査
お
よ
び
治
療
に
結
び
つ
け
る

対
策
は
。
④
島
根
大
学
医
学
部
附
属

病
院
や
保
健
所
と
連
携
し
て
検
査
を

呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

①
３
年
間
の

受
診
者
は
、
２
５
４
０
人
で
、
陽
性

者
は
７３
人
。
職
場
健
診
の
受
診
も
あ

り
ま
す
。
潜
在
感
染
者
は
、
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
②
１
回
は
検
査
を
受

検
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
未
受
診

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
す
め
ま
す
。

③
精
密
検
査
が
必
要
な
方
は
、
専
門

医
へ
紹
介
し
ま
す
。
④
４０
歳
の
方
、
４５

歳
の
未
受
診
者
の
方
へ
の
検
査
勧
奨

の
個
人
通
知
や
、
関
係
機
関
と
の
連

携
で
、
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
対
策
に
つ
い
て
伺
う

通
級
指
導
教
室
の
新
設
は
で
き
な
い
か

一一般般質質問問

遠 藤 力 一

ウイルス検査を呼びかけるチラシ井 原 優
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問

３
月
、
文
教
厚
生
委
員
会

に
、
出
雲
市
立
幼
稚
園
を
五
つ
の
分

類
に
よ
り
検
討
す
る
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
①
特
別
支
援
教
育
を
強
化

す
る
幼
稚
園
。
②
預
か
り
保
育
実
施

園
の
う
ち
、
地
域
性
や
規
模
な
ど
を

勘
案
し
、
現
状
の
ま
ま
継
続
す
る

園
。
③
認
定
子
ど
も
園
化
す
る
幼
稚

園
。
民
間
保
育
所
と
連
携
し
一
体
的

な
運
営
が
で
き
る
幼
稚
園
。
④
今
後

検
討
を
要
す
る
幼
稚
園
。
学
級
数
２

ク
ラ
ス
程
度
の
過
小
規
模
で
、
園
児

数
の
動
向
な
ど
に
よ
り
、
あ
り
方
の

検
討
が
必
要
と
な
る
園
。
⑤
閉
園
す

る
幼
稚
園
。
学
級
数
１
ク
ラ
ス
以
下

の
状
態
が
２
年
続
く
園
。
４
月
ま
で

に
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
だ
と
考

え
ま
す
。
考
え
を
伺
い
ま
す
。

子
育
て
調
整
監

公
立
幼
稚
園
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
公
立
幼
稚
園
は
、
地
元

で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
拙
速
に
結
論
付
け
る
の
で

は
な
く
地
元
や
保
護
者
の
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
丁
寧
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問

出
雲
風
土
記
７
３
３
年
の
国

引
き
神
話
の
舞
台
と
さ
れ
る
、
景
勝

地
で
知
ら
れ
て
い
る
外
園
海
岸
の
浸

食
が
進
ん
で
い
ま
す
。
①
県
の
「
外

園
海
岸
サ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
実
施
計

画
」
の
事
業
内
容
。
②
ハ
マ
ボ
ウ
フ

ウ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

①
県
が
策
定
す
る

「
土
砂
管
理
計
画
」
は
過
去
の
航
空
写

真
な
ど
か
ら
砂
浜
と
海
と
の
境
界
線

の
変
遷
を
調
べ
る
ほ
か
、
海
底
の
地

形
を
測
量
す
る
「
深
浅
測
量
」、
海
岸

の
砂
の
粒
の
大
き
さ
を
調
べ
る
「
底

質
調
査
」、
海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波
の

特
性
を
調
べ
る
「
波
浪
解
析
」
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
②
外
園
海
岸
に

は
、
希
少
植
物
の
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
が

自
生
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
長
浜
地

区
で
は
、
平
成
２１
年
８
月
か
ら
自
治

協
会
、
出
雲
農
林
高
校
、
長
浜
小
学
校

児
童
な
ど
が
共
同
し
て
「
ハ
マ
ボ

ウ
フ
ウ
の
保
全
・
育
成
活
動
」
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

県
の
計
画
策
定
作
業
の
中
で
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
も
十
分
に
配
慮
し
た

も
の
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
白
砂

青
松
の
海
岸
を
取
り
戻
す
た
め
に
調

整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
出
雲
市
立
幼
稚
園
（
３０
園
）
は
、

ど
う
な
る
の
か

浸
食
が
進
む
外
園
海
岸
の
対
策
を
伺
う

勝 部 順 子

浸食が進む外園海岸

一一般般質質問問

出雲市立東幼稚園を文教厚生委員会で視察（H２６．４．２８）

米 山 広 志
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問

人
口
減
少
社
会
に
備

え
、
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
一
層
支
援
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
市
で
は
合
併
か
ら
１０
年

を
迎
え
、
旧
市
町
単
位
の
自
治
組
織

で
あ
る
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
初
め

て
見
直
し
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、

自
治
組
織
の
規
模
の
適
正
化
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

人
口
規
模
の
大
き

い
地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
基
づ
く
活
動
や
、
意
見
集
約

が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
な
ど
の
課

題
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
や
住
民
の
声
を
行
政
運
営

に
反
映
し
や
す
く
す
る
よ
う
、
８
月
に

予
定
を
し
て
い
る
連
絡
会
議
に
各
地

域
の
検
討
結
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
さ

ら
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問

職
員
の
先
進
地
視
察
や
研
修

成
果
を
生
か
す
環
境
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

総
合
政
策
部
長

地
域
自
治
区
制
度

に
つ
い
て
松
江
市
と
雲
南
市
を
視
察

し
ま
し
た
。
重
要
な
点
と
考
え
、
今

後
も
必
要
に
応
じ
検
討
し
ま
す
。

問

平
成
１９
年
２
月
議
会
で
、「
が

ん
撲
滅
対
策
推
進
条
例
」
を
制
定

し
、
が
ん
対
策
を
市
の
主
要
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
、
本
市
独
自
の
取
り

組
み
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

働
く
世
代
の
が
ん
患
者
が
求
め
て
い

る
の
は
、
復
職
、
就
労
の
支
援
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
、「
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
相
談
会
」「
が
ん
哲
学
外
来
」
な

ど
医
療
機
関
が
実
施
し
て
い
る
事
業

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

働
く
世
代
の
が
ん

患
者
の
復
職
支
援
な
ど
の
政
策
は
、

現
在
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
が
ん

対
策
推
進
計
画
の
中
で
、
重
要
課
題

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
は
、
検
診
を
中
心
と
し
た
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

は
、
検
討
課
題
と
の
認
識
を
し

て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
・
家
族

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
、
今
年

４
月
に
島
大
医
学
部
附
属
病
院
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
病
院
の

呼
吸
器
内
科
で
「
が
ん
哲
学
外
来
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ

う
な
機
関
と
の
連
携
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

働
く
世
代
の
が
ん
患
者
へ
の
復
職
、

就
労
支
援
を

「
増
田
リ
ス
ト
」（
消
滅
可
能
性
都
市
）

の
公
表
か
ら

一一般般質質問問

松 村 豪 人

島大医学部付属病院３階にある
がん患者・家族サポートセンター

地域協議会での議論の様子

板 倉 明 弘
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問

女
性
の
が
ん
検
診
で
、
託
児

施
設
が
無
い
の
で
諦
め
た
方
が
お

ら
れ
る
。
ま
た
、
女
性
の
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
年
齢

が
変
更
さ
れ
少
な
く
な
っ
た
。
何
ら

か
の
配
慮
を
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

産
婦
人
科
医
療
機

関
に
お
い
て
、
子
ど
も
同
伴
で
受
診

で
き
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
な
し
の
が

ん
検
診
に
お
い
て
も
、
費
用
の
８０
％

を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

問

市
の
制
度
が
十
分
に
広
報
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
周
知
の
仕
方
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

ま
だ
不
備
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
受
診
し
や
す
い
こ

と
の
内
容
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
な
ど

の
中
に
折
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

問

が
ん
撲
滅
対
策
の
条
例
を
定

め
て
い
る
出
雲
市
は
、
が
ん
の
受
診

率
が
、
全
国
お
よ
び
松
江
市
よ
り
低

い
、
目
標
を
設
定
し
、
受
診
率
向
上

に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
伺
い
ま
す
。

市
長

受
診
率
が
相
当
低
い
と
実
感

し
ま
し
た
。
実
態
を
し
っ
か
り
把
握

し
た
う
え
、
数
字
目
標
を
掲
げ
た
う
え

で
取
組
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

平
成
２４
年
８
月
に
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
に
基
づ
く
制
度
が
成

立
し
、
幼
児
教
育
、
保
育
、
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
の
目
的
と
概
要
を
伺
い
ま
す
。

子
育
て
調
整
監

こ
の
新
制
度
は
、

「
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
、

保
育
の
総
合
的
な
提
供
」「
保
育
の
量

的
拡
大
・
確
保
と
教
育
・
保
育
の
質

的
改
善
」「
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
」
を
目
的
と
し
、
来
年

４
月
の
施
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所

に
加
え
て
、
教
育
と
保
育
を
一
体
的

に
行
う
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
や
地

域
型
保
育
を
新
設
し
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
に
あ
わ
せ
た
保
育

の
場
の
確
保
を
軸
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
同
時
に
在
宅
で

保
育
を
行
う
保
護
者
も
利
用
で

き
る
一
時
預
か
り
や
病
児
保
育
と

い
っ
た
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
目

指
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

つ
い
て
伺
う

板 倉 一 郎

子ども・子育て支援新制度冊子、アンケート報告書

市内大型ショッピングセンターでの
女性のがん予防キャンペーンの様子

一一般般質質問問

寺 本 淳 一
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問

①
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
は
全
国
の
市
区
町
村
推
計

人
口
を
発
表
致
し
ま
し
た
。
出
雲

市
の
人
口
は
２
０
２
０
年
に
は
１６
万

２
２
８
４
人
、
２
０
２
５
年
に
は
１５

万
６
５
４
５
人
と
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
人
口
推
計

値
は
現
実
的
な
数
値
で
、
出
雲
未
来

図
の
事
業
を
立
案
す
る
上
で
影
響
す

る
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
財
政
計
画
に
お
い
て
も

消
費
税
導
入
、
行
財
政
改
革
、
観
光

交
流
な
ど
の
効
果
に
伴
い
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

市
長

先
般
公
表
さ
れ
た
人
口
推
計

値
は
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速

さ
れ
て
お
り
、
強
い
危
機
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
や
創
業
支

援
、
特
産
振
興
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
な
ど
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
定
住
促
進
に
向

け
た
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
事

業
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
を
行
い
地
域

経
済
の
活
性

化
、
発
展
に

向
け
取
り
組

む
と
と
も
に

財
政
計
画
に

つ
い
て
は
状

況
の
変
化
を

見
据
え
て
適

宜
、
中
長
期

計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま

す
。

出出雲雲市市地地酒酒でで乾乾杯杯条条例例をを議議員員提提案案でで可可決決
日本書紀や出雲風土記によると、神話の時代から出雲の地は酒造りの技術があったこと

く す の か み

がうかがえます。また市内には酒造りの神である久斯之神を祀る佐香神社（松尾神社）が
さ か

あり、酒の古名である「佐香」の名をもつことから、出雲市は日本酒発祥の地であるとも

言われています。

この酒造りの文化は脈々と引き継がれ、近年では地元産の果実や穀類を原料にしたワイ

ンや焼酎などの美酒も誕生しています。

これらのことを踏まえ、この出雲の地において、地酒による乾杯

を押し広め、伝統文化への理解を深めるとともに、地酒生産の振興

を図るため、「出雲市地酒で乾杯条例」を制定しました。

京都市で初めて条例化され、島根県では４番目の制定となります

が、出雲市の条例では、個人の嗜好などへの配慮の条文があり、個

人の嗜好や意思を尊重することも求めています。

新
た
な
國
づ
く
り
計
画
・

出
雲
未
来
図
と

財
政
計
画
１０
カ
年
の

見
直
し
が
必
要

一一般般質質問問

伊 藤 繁 満
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書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容

 

請願・陳情は、皆さんの意見・要望を市政に反映させる重要な制度
です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することができ
ます。
請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員会
で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意見
書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）
定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL

２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）

○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、１部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）は、
公表されますので、あらかじめご了承ください。

【請 願】

審議結果

不 採 択 に

賛成多数

これから増大していく社会保障費を、持続可能なものにしていくためには、
安定的な財源確保が必要となることから、消費税増税はやむを得ないこと
であるため。

提 出 者

出雲市白枝町
出雲民主商工会
会長 金山 政史

件 名

「消費税率を５％に戻し、増税中止を求
める」旨の意見書採択を求める請願

なぜ不採択

番号

１

【陳 情】

審議結果

採 択 に

全員賛成

提 出 者

出雲市上塩冶町
株式会社出雲木材市場
代表取締役 三吉 庸善 他３名

件 名

上塩冶及び馬木地区に位置する国土交通
省河川事務所跡地の公園化計画に関する
陳情

番号

１

請願・陳情の審議結果

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内

請請願願・・陳陳情情
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坂
根

守

議

長

珍
部

全
吾

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

古
福

康
雅

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長
廻

利
行

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

宮
本

享

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山
代

裕
始

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

米
山

広
志

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

勝
部

順
子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

板
倉

明
弘

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

福
代

秀
洋

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

川
上

幸
博

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

多
々
納
剛
人

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

板
倉

一
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

萬
代

輝
正

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

遠
藤

力
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

松
村

豪
人

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

大
国

陽
介

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

小
村

吉
一

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

板
垣

成
二

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

飯
塚

俊
之

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保
科

孝
充

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伊
藤

繁
満

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

井
原

優

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

大
場

利
信

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

原

正
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

福
島

孝
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

渡
部

勝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

寺
本

淳
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

神
門

至

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

湯
淺

啓
史

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

岸

道
三

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

大
谷

良
治

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番 号

諮第１号

承第１号

承第２号

議第１号

議第２号

議第３号

議第４号

議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

議第９号

議第１０号

議第１１号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

請願第１号

陳情第１号

議席に設置してある採決ボタン

○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

採採決決のの結結果果

議案などの賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係
を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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反
対

０

０

０

６

０

０

０

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

０

０

１

３

０

賛
成

３０

３１

３１

２５

３１

３１

３１

２８

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

２８

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３０

２８

３１

審議結果

同 意

承 認

承 認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不 採 択

採 択

議 案 名

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて
（安田経子氏、川光栄子氏）

専決処分の承認について（出雲市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（出雲市都市計画税条例の一部を改正する条例）

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第１回補正予算

出雲市火災予防条例の一部を改正する条例

出雲市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正
する条例

出雲市コミュニティ消防センターの設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例

出雲市税条例等の一部を改正する条例

出雲市教育委員会委員定数条例を廃止する条例

出雲市指定管理者候補者選定委員会設置条例

出雲市老人ホーム入所判定委員会設置条例

出雲市障害者施策推進協議会設置条例

出雲市健康のまちづくり推進会議設置条例

出雲市結核対策委員会設置条例

出雲市立学校校区検討委員会設置条例

出雲市特別支援教育推進委員会設置条例

出雲市就学指導委員会設置条例

出雲市食物アレルギー対応給食判定委員会設置条例

出雲市高野令一育英奨学事業条例

辺地に係る総合整備計画の変更について

工事請負契約の締結について（西野小学校屋内運動場改築建築工事）

備品の取得について（ドーザーショベル）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

出雲市みせん広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

土地の処分について（みせん広場における宿泊施設用地）

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第２回補正予算

出雲市地酒で乾杯条例

「消費税率を５％に戻し、増税中止を求める」旨の意見書採択を求める請願

上塩冶及び馬木地区に位置する国土交通省河川事務所跡地の公園化計画に
関する陳情

番 号

諮第１号

承第１号

承第２号

議第１号

議第２号

議第３号

議第４号

議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

議第９号

議第１０号

議第１１号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

請願第１号

陳情第１号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２６年度
第１回出雲市議会（定例会）



総

務

委

員

会

５
月
１９
日
〜
２１
日

文
教
厚
生
委
員
会

５
月
１９
日
〜
２１
日

指
定
管
理
者
制
度
の
他
市
の
運
用
事
例
を
学
ぶ

「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い
て
、

総
務
省
で
は
価
格
よ
り
サ
ー
ビ
ス
面

が
評
価
さ
れ
た
事
例
、
指
定
期
間
を

長
く
設
定
し
て
い
る
事
例
、
現
在
の

従
業
員
の
雇
用
の
安
定
へ
の
配
慮
を

審
査
項
目
に
追
加
し
た
事
例
な
ど
運

用
面
の
工
夫
点
を
学
び
ま
し
た
。

神
奈
川
県
海
老
名
市
で
は
カ
フ
ェ

の
併
設
や
開
館
時
間
の
延
長
、
通
年

開
館
な
ど
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
た
「
指
定
管
理
者

制
度
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

再
来
年
度
多
く
の
公
の
施
設
が

「
指
定
管
理
者
」
の
更
新
を
迎
え
る

中
、
こ
の
視
察
を
参
考
に
施
設
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
飯
塚
俊
之

記
）

内
閣
府･

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
を
学
ぶ

５
月
１９
日
か
ら
２１
日
ま
で
、
千
葉
県

習
志
野
市
の
市
立
杉
の
子
公
立
認
定

こ
ど
も
園
制
度
、
山
梨
県
都
留
市
立
病

院
の
経
営
改
善
、
内
閣
府
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
を
学
び
ま
し
た
。

内
閣
府
で
は
少
子
化
対
策
担
当
企

画
官
か
ら
平
成
２７
年
４
月
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
る
「
新
制
度
」
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
新
制
度

で
は
学
校
教
育
・
保
育
・
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推

進
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
要
は
社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
市
町
村
の
責
任
を
強

く
求
め
る
内
容
で
す
。

現
在
出
雲
市
で
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
が
開
催
さ
れ
熱
心
に
討

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
責
任
・
裁

量
が
大
き
く
問
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
会

議
の
議
事
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
注
視
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（
保
科
孝
充

記
）

行行政政視視察察報報告告

子ども・子育て支援新制度について説明を受ける（内閣府）

公立図書館を指定管理にした事例を学ぶ（海老名市）
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環
境
経
済
委
員
会

５
月
１３
日
〜
１５
日

建
設
水
道
委
員
会

５
月
２１
日
〜
２３
日

民
間
企
業
主
体
で
食
と
農
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
推
進

地
域
で
の
産
業
の
推
進
や
低
炭
素

社
会
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
調
査

す
る
た
め
、
モ
ノ
づ
く
り
の
本
場
で

あ
る
愛
知
県
豊
橋
市
と
豊
田
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

両
市
と
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は

じ
め
と
し
た
大
企
業
や
大
学
、
商
工

会
議
所
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
駆
使
し
た
産
業
の
振
興
や

人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

特
に
、
豊
橋
市
の
民
間
企
業
の
太

陽
光
利
用
型
の
植
物
工
場
で
は
、
情

報
と
知
恵
と
技
術
力
を
結
集
し
た
光

合
成
環
境
制
御
技
術
に
よ
り
、
収
量

増
加
と
品
質
向
上
を
通
じ
た
経
営
安

定
化
や
共
存
す
る
農
業
資
材
関
連
企

業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
地
域
社
会
全

体
の
発
展
に
波
及
す
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
大
場
利
信

記
）

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て

出
雲
市
で
は
、
昭
和
３０
年
代
に
都

市
計
画
決
定
を
し
な
が
ら
、
い
ま
だ

に
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
道
路
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
そ
う
し
た
道
路
に
つ
い

て
、
見
直
し
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
委
員
会
は
、
今
後
の
参
考
と

す
る
た
め
、
秋
田
県
横
手
市
を
視
察

し
ま
し
た
。

横
手
市
で
は
、
平
成
２０
年
度
に
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

の
方
針
を
決
定
し
、
平
成
２４
年
に
見

直
し
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

５２
路
線
の
道
路
の
う
ち
、
３１
路
線

を
見
直
し
の
対
象
と
し
て
検
討
さ

れ
、
１９
路
線
を
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
手
順
な
ど
の
説
明
を
受
け
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
板
倉
一
郎

記
）

都市計画道路の見直しについて説明を受ける（横手市）

光合成環境制御技術を駆使した植物工場で説明を聞く（豊橋市）

行行政政視視察察報報告告
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タタブブレレッットト端端末末のの導導入入にに向向けけたた実実証証実実験験をを
行行っってていいまますす
出雲市議会では、情報
通信技術を活用すること
により、議会における審
議をより深め、議会の一層
の活性化を図ることを目
的として、タブレット端
末の導入に向けた実証実
験に取り組んでいます。
３月定例市議会では、全員協議会と各常任委員会において、一部の議員がタブレット端末を使
用しました。６月定例市議会では、使用範囲を本会議、予算特別委員会にも拡げ、大半の議員が
タブレット端末を使用して資料を閲覧する実証実験を行いました。
今後は、９月定例市議会で、一部の議員が部分的に紙の資料を用いずタブレット端末だけで審
議する形での実証実験を行ったうえで、１２月定例市議会からの本格実施を目指します。

５月９日（金） 原子力発電・新エネルギー調査特別委員会

１２日（月） 一畑電車沿線議員連絡協議会総会

１３日（火）～１５日（木） 環境経済委員会行政視察

１９日（月）～２１日（水） 総務委員会行政視察

１９日（月）～２１日（水） 文教厚生委員会行政視察

２１日（水）～２３日（金） 建設水道委員会行政視察

２７日（火） 全国市議会議長会第１９５回理事会

２８日（水） 全国市議会議長会第９０回定期総会（東京都）

３０日（金） 議会運営委員会

６月３日（火） 環境経済委員会協議会・神戸川発電用水

検討協議会合同会議

４日（水） 行財政改革特別委員会協議会、タブレッ

ト研修会

５日（木） 新内藤川・赤川対策協議会、タブレット

研修会

６日（金） 議会運営委員会、全員協議会、総合交通

対策特別委員会

６日（金）～２６日（木） 平成２６年度第１回定例市議会

１０日（火） 議会運営委員会

１２日（木） 広報委員会

１３日（金） タブレット研修会

２５日（水） 観光・企業支援調査特別委員会、行財政

改革特別委員会

２６日（木） 議会運営委員会、全員協議会

７月１日（火） 文教厚生委員会協議会

１日（火）～３日（木）

観光・企業支援調査特別委員会行政視察

３日（木） 行財政改革特別委員会

１１日（金） 議会運営委員会、タブレット端末等活用

推進委員会・ＩＣＴ活用調査研究会合同

会議

１４日（月） 行財政改革特別委員会

１６日（水） 広報委員会

２４日（木） 広報委員会

２４日（木）・２５日（金）

全国市議会議長会基地協議会中国・四国

部会定期総会（香川県坂出市）

２９日（火） 議会運営委員会、全員協議会、文教厚生

委員会協議会

３０日（水） 行財政改革特別委員会

８月４日（月）・５日（火）

全国自治体病院経営都市議会協議会（岩

手県盛岡市）

５日（火） 島根県市議会議長会議員研修会

６日（水）～８日（金） 議会運営委員会行政視察

１１日（月） 森林・林産業対策協議会

議議会会活活動動

タブレット端末研修会

議会活動（５月９日～８月１１日に開催された会議）

本会議でのタブレット端末の使用
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出雲市議会では、各定例会本会議の審議の様子や採決結果などを

いち早く市民のみなさまにお伝えする方法を検討してまいりました。

今議会から、出雲市議会ホームページで下記の内容がご覧になれる

ようにしましたのでお知らせします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●議案の採決結果速報が市議会ホームページで
ご覧になれます。

議案（条例案、予算案、人事案件、請願・

陳情、意見書の取り扱い結果など）の採決

結果を、今定例会（６月議会）から、出雲

市議会ホームページの新着情報に「採決結

果速報」として掲載することにしましたの

でご覧ください（※議会終了後原則１週間

以内に、掲載する予定です。）。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●本会議（施政方針に対する会派代表質問、
一般質問）の録画がご覧になれます。

出雲ケーブルビジョン株式会社から中継映像の使用許可をいただき、平成２４年度１２月議会の

一般質問から本会議（施政方針に対する会派代表質問、一般質問）の録画配信を行っています。

市議会ホームページの「本会議録画配信」をクリックすると視聴できます。

※視聴は無料ですが、通信料は別途必要となります。

※視聴の際には事前に注意（免責）事項をご覧ください。

※平成２６年度９月定例会以降は、質問日から原則１週間以内に配信を行っていく予定です。

URL http : //www.city.izumo.shimane.jp/gikai
出雲市議会HP � 本会議録画配信 � USTREAM

市市議議会会のの取取りり組組みみ

URL http : //www.city.izumo.shimane.jp/gikai
出雲市議会HP � 新着情報

平成２６年度 出雲市議会 第１回定例会（６月議会） 採決結果速報
採決結果

同 意
（６月６日議決）

承 認
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

原案可決
（６月２６日議決）

議 案 名 及 び 概 要

諮第１号 人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて
（安田経子氏、川光栄子氏）
○ 人権擁護委員の候補者を推薦することについて、人権擁護委員法の規定に基づき、議会の意見
を求めるものです。

承第１号 専決処分の承認について（出雲市税条例の一部を改正する条例）
承第２号 専決処分の承認について（出雲市都市計画税条例の一部を改正する条例）

○ 「地方税法等の一部を改正する法律」が平成２６年３月３１日に公布されたことに伴い、固定資産税
及び都市計画税に係る特例措置の見直しなど、所要の条例改正を行うことについて、平成２６年３
月３１日に専決処分したことについて、議会に報告し、承認を求めるものです。

議第１号 平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計第１回補正予算
※詳しい内容は下記のリンク先からご覧ください。

財政部HP【平成２６年度（２０１４）６月補正予算の概要】

議第２号 出雲市火災予防条例の一部を改正する条例
○ 「消防法施行令の一部を改正する政令」が公布され、火気器具等の取扱いに係る条例制定基準が
見直されたこと等に伴い、所要の条例改正を行うものです。

議第３号 出雲市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
○ 「消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を改正する政令」が施行され、
非常勤消防団員の退職報償金支給額が引き上げられたことに伴い、所要の条例改正を行うもので
す。

議第４号 出雲市コミュニティ消防センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
○ 昨年度、新たに整備した「西田コミュニティ消防センター」について、施設の名称及び所在地
を規定するため、所要の条例改正を行うものです。

議第５号 出雲市税条例等の一部を改正する条例
○ 「地方税法等の一部を改正する法律」が公布され、法人市民税及び軽自動車税の税率が見直され
たこと等に伴い、所要の条例改正を行うものです。

議第６号 出雲市教育委員会委員定数条例を廃止する条例
○ 斐川町との合併により市域が広範になったことから、教育委員会委員を１人増員し６人体制と
していたが、合併後２年半が経過し、地域学校運営理事会及び幼稚園運営協議会の全市での設置、
学校給食会の一本化、公民館のコミュニティセンター化並びに教育施策全般にわたる統一化によ
り、新市としての教育行政の一体化がなされたことから、教育委員会委員の定数を「地方教育行
政の組織及び運営に関する法律」に定める５人体制とするため、条例の廃止を行うものです。

��������������������������������
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ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
、
体
調
管

理
が
た
い
へ
ん
で
す
。
特
に
熱
中
症
に

は
充
分
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
梅
雨
も
各
地
で
集
中
豪
雨
を

も
た
ら
し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
何
時
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
災
害
に
対
し
て
も
、
正
確
な
情
報

を
発
信
し
、
冷
静
な
対
応
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
般
、
島
根
県
の
人
口
が
70
万
人
を

割
り
、
出
雲
市
に
お
い
て
も
将
来
人
口

減
少
が
進
ん
で
行
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

若
者
の
転
出
抑
制
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

転
入
促
進
な
ど
、
定
住
対
策
を
重
点
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
私
た
ち
市
議
会
は
産
業
・
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
文
化
が
充
実
し
、

災
害
に
も
強
く
、
誰
も
が
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　

寺
本
淳
一
）

議会に関してのお問い合わせは

　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6579  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/

広
報
委
員
会

大
場
　
利
信

渡
部
　
　
勝

岸
　
　
道
三

湯
淺
　
啓
史

神
門
　
　
至

寺
本
　
淳
一

福
島
　
孝
雄

井
原
　
　
優

伊
藤
　
繁
満

長
廻
　
利
行

福
代
　
秀
洋

坂
根
　
　
守

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

本会議(開会、議案上程・説明)

本会議(一般質問・１日目)

本会議(一般質問・２日目)

本会議(一般質問・３日目)

本会議(一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託)

総務委員会

文教厚生委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会(１日目)

予算特別委員会(２日目)

決算特別委員会(１日目)

決算特別委員会(２日目)

決算特別委員会(３日目)

決算特別委員会(４日目)

本会議(委員長報告、討論、採決、閉会)

8月29日(金) 

9月  2日(火) 

　3日(水)

　4日(木)

　5日(金) 

　9日(火) 

10日(水) 

11日(木) 

12日(金) 

16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金) 

22日(月) 

24日(水) 

26日(金)

平成26年度
9月定例市議会 会期日程（案）

今後の本会議の予定

※一般質問を行う議員数により９月５日の日程が
　４日に繰り上がることがあります。

議
会
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
、
原
則
公
開
し

て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
及
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公

開
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿

に
住
所
、氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
件
に
よ
っ
て
は
、
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程
度
あ
り
ま
す
。
事

前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ

れ
る
間
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か

り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
ま
す
。

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お

た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 託

児
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い


